
 1

平成 21 年 9 月 16 日 

各      位 

会 社 名   株 式 会 社 テ イ ツ ー 
代 表 者 名   代表取締役社長  大 橋  康 宏 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード ７６１０） 
問 合 せ 先   常務取締役 CFO 片 山  靖浩 
電 話 番 号  ０３－５４０８－５５３２ 

 
 

平成 22 年 2 月期第 2 四半期累計期間（単体・連結）業績予想との差異 

及び通期（単体・連結）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 21 年 4 月 20 日付「平成 21 年 2 月期決算短信」にて発表いたしました、平成 22 年 2 月期第 2

四半期累計期間（平成 21 年 3 月 1日～平成 21 年 8 月 31 日）及び通期（平成 21 年 3 月 1日～平成 22

年 2 月 28 日）の業績予想について、下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

 

記 
 

 

１．平成 22 年 2 月期連結業績予想の修正 

  

（１） 第 2四半期累計期間（平成 21 年 3 月 1日～平成 21 年 8 月 31 日） 

                                      （単位：百万円）   

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

前回予想（Ａ） １９,４００ ５１０ ４７０ ２００

今回修正（Ｂ） １９,０００ ６５０ ６１０ ２４０

増減額（Ｂ－Ａ） △４００ １４０ １４０ ４０

増減率 △２．１％ ２７．５％ ２９．８％ ２０．０％

（ご参考）前期中間期実績 
（平成 21年 2 月期中間期） 

１９,７５５ ４８３ ４５９ ９１

 

（２） 差異の理由 

第 2四半期累計期間における連結売上高につきましては、雇用環境の厳しさに伴う個人消費

低迷の影響はあるものの、ほぼ計画通りの１９，０００百万円（前回予想比４００百万円減）

となる見込みであります。連結営業利益につきましては、利益率の高いリサイクル品の売上が

堅調に推移したことによる粗利額の増加や、広告宣伝費、人件費、賃料などの経費削減が順調

に進み、当初計画を上回る６５０百万円（前回予想比１４０百万円増）となる見込みでありま

す。 

上記の理由により、連結経常利益につきましては６１０百万円（前回予想比１４０百万

円増）となる見込みであります。連結四半期純利益につきましては第 1四半期に既に計上

済みである店舗撤退による特別損失３９百万円、アイ・カフェ１店舗の改装に伴って計上

予定の特別損失７８百万円の影響はあるものの、経常利益の増加により、２４０百万円（前

回予想比４０百万円増）となる見込みであります。 
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（３） 通期（平成 21 年 3 月 1日～平成 22 年 2 月 28 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回予想（Ａ） ４１,６００ ９５０ ８８０ ４００

今回修正（Ｂ） ４１,６００ １,０９０ １,０２０ ５００

増減額（Ｂ－Ａ） ０ １４０ １４０ １００

増減率 ０．０％ １４．７％ １５．９％ ２５．０％

（ご参考）前期実績 
（平成 21年 2 月期） 

４１,５９３ ８９５ ８４５ １３８

 

（４） 修正理由 

通期における連結売上高につきましては、第 2 四半期累計期間までの売上高がほぼ計画通

り推移したことから、期初の計画通り４１，６００百万円（前回予想と同額）となる見込み

であります。利益面につきましては、第 2四半期累計期間までの業績を反映し、連結営業利

益は１，０９０百万円（前回予想比１４０百万円増）、連結経常利益は１，０２０百万円（前

回予想比１４０百万円増）、連結当期純利益は５００百万円（前回予想比１００百万円増）

となる見込みであります。 

 

２．平成 22 年 2 月期単体業績予想 

 

（１） 第 2四半期累計期間（平成 21 年 3 月 1日～平成 21 年 8 月 31 日） 

                                      （単位：百万円）   

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

前回予想（Ａ） １７,８００ ４８０ ４６０ ２５０

今回修正（Ｂ） １７,４００ ６３０ ６００ ２９０

増減額（Ｂ－Ａ） △４００ １５０ １４０ ４０

増減率 △２．２％ ３１．３％ ３０．４％ １６．０％

（ご参考）前期中間期実績 
（平成 21年 2 月期中間期） 

１７,９７８ ５１７ ４９６ １５５

 

（２） 差異の理由 

第 2四半期累計期間における単体売上高につきましては、ほぼ計画通りの１７，４００百万

円（前回予想比４００百万円減）となる見込みであります。単体営業利益につきましては連結

業績修正理由と同様、粗利額の増加や経費削減により、当初計画を上回る６３０百万円（前回

予想比１５０百万円増）となる見込みであります。 

上記の理由により、単体経常利益につきましては６００百万円（前回予想比１４０百万

円増）となる見込みであります。単体四半期純利益につきましては第 1四半期に既に計上

済みである店舗撤退による特別損失３９百万円の影響はあるものの、経常利益の増加によ

り、２９０百万円（前回予想比４０百万円増）となる見込みであります。 

 

（３） 通期（平成 21 年 3 月 1日～平成 22 年 2 月 28 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回予想（Ａ） ３９,７００ ８８０ ８２０ ３８０

今回修正（Ｂ） ３９,７００ １,０３０ ９６０ ４８０

増減額（Ｂ－Ａ） ０ １５０ １４０ １００

増減率 ０．０％ １７．０％ １７．１％ ２６．３％

（ご参考）前期実績 
（平成 21年 2 月期） 

３８,３２７ １,０１４ ９７３ １８８
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（４） 修正の理由 

   通期における単体売上高につきましては、第 2四半期累計期間までの売上高がほぼ計画

通り推移したことから、期初の計画通り３９，７００百万円（前回予想と同額）となる見

込みであります。利益面につきましては、第 2 四半期累計期間までの業績を反映し、単体

営業利益は１，０３０百万円（前回予想比１５０百万円増）、単体経常利益は９６０百万

円（前回予想比１４０百万円増）、単体当期純利益は４８０百万円（前回予想比１００百

万円増）となる見込みであります。 

 

 

※ 上記の予測は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確

実な要因に係る本資料発表日における仮定を前提としております。実際の実績等は、業況

の変化等により上記予測と異なる場合があります。 

 

                                        以  上 


